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文化創造グループ
１　第４次大阪府文化振興計画の策定及び大阪の文化施策の総合的な推進

府民、事業者、行政がそれぞれの連携・協力の下に、大阪の文化振興を推進することで、より心豊かで潤いのある府民生活を実現し、個性豊かで活力ある地域社会の発展に寄与することを目的として制定した「大阪府文化振興条例」の理念を具体化するため策定した、「第４次大阪府文化振興計画」に基づき、芸術文化の専門家等からなるアーツカウンシルの意見も踏まえ、大阪の文化施策を総合的に推進した。

　　　　　　　　　　　　　（根拠法令等　大阪府文化振興条例）

	年　　　度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	11,588千円
	11,241千円
	11,593千円

	決　算　額
	8,799千円
	8,635千円
	10,203千円


２　大阪府文化振興基金の運営[創設年月日 昭和60年４月１日(大阪府基金条例)]
大阪の文化振興の気運を盛り上げ、魅力あふれる大阪を創造する多彩な文化活動が活発に行われる環境を整えるため、文化振興基金の造成に努めた。
基金の造成・運用状況
	区　　分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	積立額
	10,167千円
	15,213千円
	6,927千円

	基金運用収入
	7千円
	8千円
	12千円

	取崩し額
	38,074千円
	23,485千円
	20,085千円

	基金総額
	55,789千円
	47,524千円
	34,378千円


３　文化事業奨励の実施～芸術文化振興補助金～

芸術文化団体が自主的に行う文化を通じた次世代育成を主たる目的とする公演等に対し、補助金を交付し、芸術文化の普及振興に努めた。

	年　　　度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	10,036千円
	10,036千円
	10,036千円

	決　算　額
	9,475千円
	9,457千円
	9,922千円


【平成30年度実績】庄内つくるオンガク祭2018　他16事業

４　輝け！子どもパフォーマー事業補助金

子どもたちが自ら参加し発表する文化活動（パフォーマンス）を実施する団体等に対し補助金を交付し、芸術文化の普及振興に努めた。

	年　　　度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	4,800千円
	4,800千円
	4,800千円

	決　算　額
	4,714千円
	4,798千円
	4,580千円


【平成30年度実績】ユメハネフェス2018　他15事業
５　大阪府立江之子島文化芸術創造センター
文化芸術の創造及び振興を図り、もって大阪の都市の魅力の向上に資することを目的に、平成24年4月に開館した。

	
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	78,608千円
	74,915千円
	72,899千円

	決　算　額
	78,240千円
	74,786千円
	72,737千円

	管理運営委託料
	67,372千円
	63,021千円
	61,771千円

	プラットフォーム

形成支援事業
	10,240千円
	10,240千円
	10,088千円

	来館者数
	133,875人
	145,331人
	※ 100,082人


                         ※センサーの設置不具合による補正実施後の推計値
(1)　施設の概要
所在地

大阪市西区江之子島２丁目１番34号
延床面積
2,943.57㎡
開館時間　
10:00～21:00
休館日

月曜日、12月29日から翌年の１月３日まで
主な施設
展示室（４室）、セミナールーム（４室）、アトリエ（３室）、

音響ルーム（１室）、収蔵庫、ライブラリー、カフェ等
(2)　管理運営方法
指定管理者　長谷工コミュニティ・E-DESIGNプラットフォームグループ

(共同事業体）

契約期間　　平成29年４月～平成34年３月

委託料　　　310,105千円（平成29年度63,021千円、平成30年度～平成33年度

61,771千円）
(3)　主な事業
①　現代美術の振興（所蔵美術作品の活用）
府が所蔵している「大阪府現代美術コレクション」（約7,900点）の展示、府関係機関や公共的施設等への貸出し及び府内の学校で対話型鑑賞（美術作品の展示と作品を活用した体験学習）を行った。
②　交流・活動場所の提供
現代美術センターが担っていた貸展示室の機能や、施設内のカフェやアトリエ等の施設を有効に活用しながら、創造的な活動が行われるよう施設を運営した。
③　協働・活動機会の創出
クリエイターやアーティスト、府民、ＮＰＯ、大学、専門家、企業、行政等多様な個人や組織が対等な立場で交流・対話を行うため、セミナー、ワークショップ等を実施した。
(4)　プラットフォーム形成支援事業

単独の部局だけでは対応が難しい複合的な行政課題に対して、クリエイターやアーティスト、住民、専門家、企業、大学、行政など多様な立場の組織や人が集まり、対等な立場で交流・対話を行い、アートやデザインを手法として共に課題の検討や事業を推進するためのプラットフォームの形成を支援した。

対象案件：わがまちカンヴァス／生野区、泉南市、岬町、泉大津市、茨木市等

６　大阪文化フェスティバル事業

文化を核として大阪の都市魅力を創造し、発信していく事業として「大阪文化芸術フェス2018」を開催した。インバウンドを含めた多くの観光客を呼び込むため、府内のホール等で、大阪が誇る上方伝統芸能や上方演芸をはじめ、優れた音楽、演劇、アート等のプログラムを実施し、多彩で豊かな文化の魅力を広く国内外に発信した。

実施主体である「大阪文化芸術フェス実行委員会」（府、市、経済界、大阪観光局、関西・大阪21世紀協会で構成）に負担金を支出した。

	年　　　度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	80,405千円
	130,956千円

	決　算　額
	80,338千円
	130,890千円


文化振興グループ
１　大阪府立上方演芸資料館
大阪府立上方演芸資料館（通称：ワッハ上方）は、平成８年11月、上方演芸の保存及び振興を図るとともに、府民に上方演芸に親しむ場を提供することにより、大阪文化の発展に資するという目的で、全国初の演芸に関する資料館として設置した。
平成27年４月からは、資料を整理・活用し、その魅力を十分に引き出せるよう、府直営での運営を開始した。
府民はもとより、国内外の観光客にも上方演芸の歴史と魅力をこれまで以上に広く発信し、伝えていくため、平成30年度に改修を実施した。
【管理運営方法】
・平成８年11月～ 14年３月  （財）大阪府文化振興財団（管理運営委託）
・平成14年４月～ 18年３月　 府直営
・平成18年４月～ 22年12月　 指定管理者（ニューウェーブ日東大阪）
・平成23年１月～ 23年３月   休館（府が直接管理）
・平成23年４月～ 27年３月　 指定管理者（吉本興業グループ）
・平成27年４月～　　　　　　府直営
・平成30年12月～　　　　　 改修工事のため休館（平成31年４月リニューアルオープン）
	年　　　度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	ビル賃借料
	21,582千円
	21,582千円
	18,293千円

	予　算　額
	46,175千円
	46,166千円
	90,706千円

	決　算　額
	41,135千円
	40,110千円
	83,917千円

	演芸ライブラリー
入館者数
	14,888人
	14,096人
	（※）7,567人


（※）平成30年４月１日～11月30日

(1)　施設の概要
・所在地　　大阪市中央区難波千日前12－７　ＹＥＳ・ＮＡＭＢＡビル
・延床面積　　　609.943㎡（共用部分含む）
・主な施設　　（７階）演芸ライブラリー約100㎡、収蔵庫約260㎡
根拠法令等　大阪府立上方演芸資料館条例
(2)　主な事業　
①　資料整理事業
資料活用事業の効果的な運営を図るため、大阪府立上方演芸資料館資料活用検討委員会を設置し、所蔵する約６万点の資料を整理
平成30年度　資料活用検討委員会　開催回数：１回
②　館外展示事業
「上方演芸って～上方演芸入門～」と題し、上方演芸の小道具、歴史の解説など、上方演芸の基礎知識や楽しみ方を紹介する資料を展示

開催場所：大阪工業大学梅田キャンパス
開催期間：平成30年10月１日（月）～14日（日）
開催場所：大阪府立中央図書館
開催期間：平成30年10月16日（火）～11月７日（水）
③　収蔵資料数　累計69,971点（平成30年度末現在）
２　芸術文化顕彰事業の実施　
(1)　山片蟠桃賞顕彰事業
近世大阪の生んだ世界的町人学者である山片蟠桃の存在をあらためて想起し、あわせて大阪の国際都市としての役割と文化・学術の国際性を高めるため、その名にちなみ、日本文化の国際通用性を高めた優秀な著作とその著者の顕彰を３年毎に実施している。平成30年度は第26回山片蟠桃賞審査委員会を開催し、受賞者を決定した。

	年　　　度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	2,473千円　
	381千円　
	1,213千円　

	決　算　額
	1,106千円　
	16千円　
	986千円　


(2)　大阪文化賞及び大阪文化祭賞
	年　　　度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	1,805千円
	1,805千円
	1,805千円

	決　算　額
	1,285千円
	1,320千円
	1,705千円


①　大阪文化賞
大阪の芸術文化に貢献のあった方に対し、その業績を称えることを目的に、大阪文化賞を贈呈した。　
ア　受賞者
朝井　まかて　作家
イ　贈呈式

と　き：平成31年２月12日（火）14時
ところ：シティプラザ大阪　３階「コッツウォルズ」
②　大阪文化祭賞
芸術文化活動の奨励及び普及を図るなど、文化振興の機運を醸成することを目的として、年間を通じて大阪府内で行われる全ての公演を対象とし、全公演の中から優れた成果をあげたものに対して賞を贈呈。
ア　受賞者
(ｱ)　大阪文化祭賞
＜第１部門＞　・坂東竹三郎／七月大歌舞伎「女殺油地獄」の成果

＜第２部門＞　・六代目笑福亭松鶴生誕百年祭実行委員会／「六代目笑福亭松鶴
生誕百年祭」の企画成果

＜第３部門＞　・尾高忠明指揮　大阪フィルハーモニー交響楽団／「ベートーヴェ　
　ン交響曲全曲演奏会」の成果

(ｲ)　大阪文化祭賞奨励賞     
＜第１部門＞　・浦田保親／第656回大槻能楽堂自主公演「俊寛」の成果
　　　　　　　・水野箏曲学院／「ＭＩＺＵＮＯ ＫＯＴＯ ＡＣＡＤＥＭＹ 
ＯＲＩＧＩＮＡＬ ＣＯＮＣＥＲＴ vol.14」の成果

＜第２部門＞　・人形劇団クラルテ／第117回公演 創立70周年記念公演
「はてしない物語」の舞台成果

・空晴／第17回公演「となりのところ」の舞台成果

＜第３部門＞　・日本センチュリー交響楽団／「センチュリー・ジャズ・ナイト
Ｖol.3」の成果

・ＤＡＮＣＥ ＰＲＯＪＥＣＴ ２１８.／「ＨＡＭＬＥＴ」の
　成果
イ　贈呈式

と　き：平成31年３月15日（金）14時
ところ：リーガロイヤルＮＣＢ ２階 淀の間
３　音楽文化振興事業
府民の音楽活動の促進や音楽文化の振興を図るため、青少年等を対象に吹奏楽の音楽指導や楽器の演奏技術指導を実施した。
派遣音楽指導等の実施
	年　　　度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	1,320千円　
	1,320千円　
	880千円　

	決　算　額
	573千円　
	435千円　
	456千円　


	事業名
	開催日
（回数）
	開催場所
	内容

	管・打楽器講習会Ⅰ
	10月7日

	堺市立三国丘中学校
	管楽器、打楽器の演奏技術講習会
講習会（参加者226名、12クラス）
受講料：1,100円/1人

	管・打楽器講習会Ⅱ
	2月10日

	豊中市立第一中学校
	管楽器、打楽器の演奏技術講習会
講習会（参加者142名、12クラス）
受講料：1,100円/1人


４　大阪文化再発見事業
大阪に住み、働き、学んでいる人々が、大阪人の礎となる「大阪文化」の豊かさを再認識し、大阪文化への自信と自らの誇りを取り戻すため、大学、市町村及びＮＰＯ等と連携し、「大阪文化」に関する情報を様々な手法を使って発信した。
(1)　大阪文化再発見コラボレート事業
より広い地域、幅広い層の府民が大阪文化に関心を持つことができるよう、府内において17講座を実施し、延べ1,000人の参加があった。そのうち、大阪府と大阪市は「おおさかの芸能」として、わかりやすいレクチャーと実演で、大衆演劇と狂言の講座を実施した。
1 　事業名　　おおさかふみんネット府市ブロック講座

「おおさかの芸能」
ア「体験しよう！大衆演劇」／鵜飼　正樹

と　き：平成30年12月10日（月）19:00～（参加者79人）
ところ：大阪市立阿倍野市民学習センター
イ「はじめての狂言～能狂言の中の平家伝承～」／安東　元、山田　師久、山村　貴司
と　き：平成30年12月21日（金）19:00～（参加者67人）
ところ：大阪市立阿倍野市民学習センター
2 　大阪府・市町村生涯学習ﾈｯﾄﾜｰｸ会議（おおさかふみんネット）事務局の運営
府と府内市町村とのネットワークを構築し、広域的な学習機会の提供等の事業を行い、府内における生涯学習の総合的な推進を図った。
(2)　阪神奈大学・研究機関生涯学習ネット（ＨＳＮネット）事務局の運営
府及び大阪、兵庫、和歌山等の大学・研究機関（22機関）でネットワークを組み、

府県を超えた良質で高度な生涯学習機会の提供を目的として「公開講座フェスタ2018」を大阪府新別館南館８階大研修室で、平成30年11月１日から11月14日までの期間に20講座を実施し、延べ949人の参加があった。

また、年間を通じて、府と各大学・研究機関との共催講座を29講座実施し、1,152人の参加があった。

５　府庁本館活用事業（ひょうたんから独楽劇場）
文化芸術団体の自主的な事業を促進することを目的に、歴史的・文化的価値の高い府庁本庁舎の本館正面玄関及び正庁の間を、芸術文化活動の発表の場として提供した。
事業実施にあたっては、出演団体を公募して書類審査により決定する公募枠と、府内で行われているコンクール等で優秀な成績を収めた者（団体）について調整のうえ決定する推薦枠を設け、平成30年度は、推薦枠３事業を実施し、９人が参加、214人が観覧した。
６　フェスパ次世代シアター事業
文化を通じた次世代育成を図ることを目的に、大阪府咲洲庁舎のフェスパを、子どもたちが様々な文化・芸術に親しみ、豊かな感性や創造性を育み、自己表現力を高める文化活動の場として提供した。
事業実施にあたっては、出演団体を公募して書類審査により決定する公募枠と、府内で行われているコンクール等で優秀な成績を収めた者（団体）について調整のうえ決定する推薦枠を設け、平成29年度は、４月に推薦枠１事業を実施し、485人が参加、810人が観覧した。
７　文化芸術創造発信事業
本格的な芸術鑑賞に親しむ機会を提供することを目的に、公益財団法人朝日新聞文化財団らとオーケストラ鑑賞（20名を無料招待）を行った。
大阪４大オーケストラの響演（日本センチュリー交響楽団、大阪フィルハーモニー交響楽団、関西フィルハーモニー管弦楽団、大阪交響楽団）
と　き：平成30年４月21日（土）
対　象：16歳以上34歳以下の方
８　生涯学習施策の促進
平成23年度に設置した大阪府生涯学習推進課長会議において、生涯学習に関する情報交換や施策のとりまとめを行った。
９　一般財団法人地域創造に対する分担金
地域における創造的で文化的な表現活動のための環境づくりに関する事業を推進している一般財団法人地域創造に対して分担金を支出した。

	年　　　度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	28,230千円
	27,865千円
	28,029千円

	決　算　額
	28,230千円
	27,865千円
	28,029千円


スポーツ振興グループ
１　なみはやスポーツ振興基金の運営【創設年月日:平成6年4月1日(大阪府基金条例）】
　スポーツ振興に要する経費に充てるため創設した、なみはやスポーツ振興基金を活用し、大阪マラソンの開催、スポーツボランティア養成及び派遣事業、府民スポーツ・レクリエーション事業を実施した。
基金の造成・運用状況
	区分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	積立額
	1,579千円
	26,554千円
	29,637千円

	基金運用収入
	21千円
	22千円
	30千円

	取崩し額
	69,713千円
	75,575千円
	94,205千円

	基金総額
	168,212千円
	119,213千円
	54,675千円


２　生涯スポーツ振興事業の実施
  (1)　関西マスターズスポーツフェスティバル

ワールドマスターズゲームズ2021関西の開催に向け、生涯スポーツのすそ野を広げるため、関西広域連合13府県市の既存大会を「関西マスターズスポーツフェスティバル」と位置づけ、それぞれの大会に「関西マスターズスポーツフェスティバル」の表彰状を交付し、「ワールドマスターズゲームズ2021関西」の周知を図るとともに、生涯スポーツの機運を醸成した。

	区　　　分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	51千円
	57千円
	56千円

	決　算　額
	51千円
	57千円
	56千円


(2)　プロスポーツチームとの連携事業

スポーツを観光・都市魅力コンテンツに位置づけ、都市魅力の発信、観光振興を図ることを目的に、大阪にゆかりが深く全国で活躍するプロスポーツチームと連携した取組みを実施した。
	年　度
	実　　　　　　　　　績

	28年度
	○各球団が開催するホームゲームのスタジアムにおいて、知事が始球式やキックインを行うとともに、おもてなしブースやビジョンを活用し、府の施策のＰＲ等を実施

・オリックス・バファローズ　⇒　8月5日

・阪神タイガース　⇒　8月12日

・ガンバ大阪　⇒　9月4日

・セレッソ大阪　⇒　10月23日

○ラグビー体験イベント、試合見学会　⇒　7月2日

○野球プロ・アマ交流戦　⇒　7月11日

○10月10日　水都大阪(水都大阪フェス2016)において、スポーツ体験ゾーンを設置

・近鉄ライナーズ（ラグビーフットボール：子ども向け体験会）

○プロ野球・サッカー４球団の連携ポスターを作成し、全都道府県及び主要都市の観光協会等、大阪観光局、東京事務所及び関西国際空港へ掲出し、大阪のプロスポーツをＰＲ

	29年度
	○各球団が開催するホームゲームのスタジアムにおいて、知事が始球式やキックインを行うとともに、おもてなしブースやビジョンを活用し、府の施策のＰＲ等を実施

　・オリックス・バファローズ　⇒　8月10日

　・阪神タイガース　⇒　8月15日

　・セレッソ大阪　⇒　8月26日

・ガンバ大阪　⇒　9月9日

○大人の野球体験イベント（オリックス・バファローズ）　⇒　8月11日、12日、13日

○大阪エヴェッサの公式戦において、エスコートキッズを実施⇒12月29日、30日

	30年度
	○各球団が開催するホームゲームのスタジアムにおいて、知事が始球式行うとともに、おもてなしブースやビジョンを活用し、府の施策のＰＲ等を実施

　・オリックス・バファローズ　⇒　8月1日

　・阪神タイガース　⇒　8月14日

　・セレッソ大阪　⇒　9月14日

・ガンバ大阪　⇒　10月20日
・FC大阪　⇒　11月17日

○大人の野球体験イベント（オリックス・バファローズ）　⇒　8月25日、8月26日

○大阪エヴェッサのオープン戦において、エスコートキッズを実施⇒9月8日
○日本生命レッドエルフの公式戦において、オープニングとハーフタイムにダンスショーを実施⇒12月22日




(3)　大阪府スポーツ情報ネットワークシステム推進事業

「大阪府スポーツ情報ネットワークシステム（なみはやスポーツネット）」の管理運営を行った。

	区　　　分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	2,358千円
	2,358千円
	2,358千円

	決　算　額
	2,358千円
	2,358千円
	2,358千円


アクセス数
	区　　　分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	アクセス数
	269,563件
	282,950件
	331,284件


(4)　スポーツ啓発事業

	区　　　分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	1,197千円
	    1,197千円
	    1,311千円

	決　算　額
	1,101千円
	916千円
	1,014千円


①　後援名義使用承認並びに知事賞の交付

　  　本府の生涯スポーツの振興施策の一環として、各種スポーツ団体の主催する大会のうち、生涯スポーツ社会づくりの推進にふさわしいものに対して、後援や知事賞の交付を行った。

後援名義等実績数
	区　　　　分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	後援名義使用承認
	279件
	252件
	284件

	知事賞賞状交付
	336点
	318点
	398点


②　知事賞詞（感動大阪大賞・感動大阪賞）

スポーツを通じて府民に深い感動を与えた者に対して、「賞詞」を贈呈した。

	年　度
	実　　　　　　　　　績

	28年度
	【第31回オリンピックリオデジャネイロ大会メダリスト】

樋口黎（レスリング・男子フリースタイル57kg級・銀メダル）他15名

【平成28年大相撲九月場所に大阪府出身力士として86年ぶりに全勝優勝】

大関・豪栄道関

	
	【第31回オリンピックリオデジャネイロ大会入賞者】

杉原愛子（体操・女子団体総合・４位）他21名

	29年度
	【第89回選抜高校野球大会優勝・準優勝】
優勝校：大阪桐蔭高校　準優勝校：履正社高校

【第97回全国高等学校ラグビーフットボール大会優勝・準優勝】
優勝校：東海大学付属仰星高校　準優勝校：大阪桐蔭高校

	
	【第23回オリンピック（冬季）・平昌大会入賞者】
宮原知子選手・村元哉中選手・渡邊啓太選手

	30年度
	該当者なし


※　【第31回オリンピックリオデジャネイロ大会入賞者】【第23回オリンピック（冬季）・平昌大会入賞者】は感動大阪賞（28年度新設）
③　トップアスリート小学校ふれあい事業

府内の小学校の授業中又は放課後に、トップ選手・指導者等を派遣し、児童との対話や技術紹介等の直接的なふれあいにより、小学生がスポーツの素晴らしさや感動を共有できること、また夢や希望を与え、運動・スポーツに親しむ態度や習慣を身につけてもらうことを目的に実施。
	
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	実施校(人数)
	140校(11,494名)
	142校（11,055名）
	137校（11,685名）

	応募校数
	648校（延べ）
	669校（延べ）
	801校（延べ）

	協力チーム
	10チーム
	11チーム
	13チーム


(5)　人材養成及び派遣事業

生涯スポーツ社会づくりを推進していくため、一般ボランティアや各種協議団体等に所属する指導者を中心にスポーツボランティア組織を編成し、研修会を開催するなど、その資質の向上に努めるとともに、各種のスポーツ関連事業へ派遣した。

	区　　　分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	703千円
	685千円
	645千円

	決　算　額
	247千円
	290千円
	199千円


・　ボランティア登録者数　  180名（平成31年3月末現在）

・　総会　　　　　　　　　　 5月27日（日）　
・　ボランティア研修　　　 5月27日（日）「東京2020オリンピック・パラリンピック競技　　大会のボランティアについて」
・　スポーツボランティアの派遣実績

	区分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	派遣者数
	840人（延べ）
	634人（延べ）
	729人（延べ）


(6)　府民スポーツ・レクリエーション事業の実施

府民の誰もが、生涯を通じて、いつでも、どこでも、気軽にスポーツに親しみ、楽しむことによって、健康でゆとりや潤いを実感することができる豊かな社会を実現するため、府内全域においてスポーツ・レクリエーション活動を紹介し、実践する場を提供した。

※主催：府民スポーツ・レクリエーション組織委員会

構成団体･･･大阪府、大阪府教育委員会、府内市町村、府内市町村教育委員会、(公財)大阪府レクリエーション協会、(公財)大阪体育協会、大阪地域（三島・北河内・南河内・泉北）生涯スポーツ推進協議会、大阪府スポーツ推進委員協議会、大阪府障がい者スポーツ協会、大阪府体育連合、大阪高等学校体育連盟、大阪中学校体育連盟、大阪実業団体育協会、大阪府スポーツ少年団本部）

	区　　　分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予　算　額
	6,632千円
	4,680千円
	6,096千円

	決　算　額
	6,632千円
	4,680千円
	5,250千円


	  事　業　項　目
	事　業　内　容

	発表交流会
	内容：○(公財)大阪府レクリエーション協会加盟団体、その他参加

希望団体による演技発表会と参加者全員による総おどり

○スポーツ・レクリエーション種目紹介、一般参加型体験コ

ーナー

開催日：11月4日(日)／場所：咲洲庁舎1階フェスパ、南港ＡＴＣ他

	生涯現役スポーツ賞
	概要：長年にわたり、スポーツ・レクリエーション活動に親しむとともに、その普及振興を図り、健康で豊かな生涯スポーツ社会づくりに功績のある個人又は団体に対し贈呈

開催日：10月25日(木)／場所：正庁の間

受賞：金賞20名、銀賞51名、団体賞13名

金　賞…年齢が80歳以上で活動歴が50年以上の個人

銀　賞…年齢が65歳以上で活動歴が20年以上の個人

団体賞…活動歴が40年以上で５人以上の会員を有する団体

	スポーツ体験会
	概要：専門家の指導を受けながら、車いすバスケットボールやボッチャなど気軽に取り組める運動を体験する。併せて体力測定会も実施

開催日： 3月26日(火)／ららぽーとEXPOCITY

	体力測定会
	概要：各種イベントやスポーツ観戦等の来場者を対象に体力測定を行い、データに基づく運動指導を実施。

開催日：　8月1日(水)／京セラドーム大阪
　　　　　8月14日(火)／京セラドーム大阪
　　　　  9月14日(金)／キンチョウスタジアム
　　　　  9月16日(日)／万博記念公園

　　　　  10月8日(月)／天王寺動物園
　　　　 10月13日(土)／イオンモール堺鉄砲町
　　　　 10月20日(土)／パナソニックスタジアム吹田
　　　　 11月4日(日)／南港ATC
　　　　 11月10日(土)／イオンモールりんくう泉南
　　　　 11月17日(土)／服部緑地
　　　　 12月8日(土)／イオンモール堺北花田
　　　　  1月19日（土）／イオンモール日根野
　　　　　1月26日（土）／イオンモール茨木
　　　　　2月2日（土）／ららぽーと和泉
　　　　　3月26日（火）／ららぽーとEXPOCITY



	共催及び後援する

スポーツ大会
	平成30年10・11月を中心に、府内で開催されるスポーツ大会を共催（25大会）、後援（8大会）


(7)　総合型地域スポーツクラブ活動促進事業

府内市町村の総合型地域スポーツクラブ育成を促進するため、クラブの創設や運営段階における支援を実施した。

府内の総合型地域スポーツクラブの状況（平成31年３月現在）

クラブ数：62、計30市町

	事　業　項　目
	事　業　内　容

	訪問指導等
	総合型クラブ創設・活動に関する指導、助言、各市町村(地域)の状況に応じた巡回指導等

巡回訪問指導：8回

	クラブ交流大会の開催
	総合型クラブフェスタの開催

開催日：11月18日(日)

場　所：東和薬品　RACTABドーム

参加者：400名(17クラブ)


３　大規模スポーツイベント事業

(1)　大阪マラソン

ランナーだけではなく、多くの方々にも楽しんでいただける大阪挙げての「お祭り」として第７回大阪マラソンを開催し、大阪の都市魅力や元気な大阪の姿を国内外に発信した。

また、大阪市中心部をゴールとするコース変更について、検討を行った。
	区　分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予算額
	90,000千円
	97,500千円
	115,000千円

	決算額
	90,000千円
	97,500千円
	115,000千円


	年　　　度
	事　業　内　容

	平成30年度
	【第８回大阪マラソン（概要）】
・開催日　11月25日（日）

・主 催   大阪府・大阪市・(一財)大阪陸上競技協会

・共 催   読売新聞社

・種 目　 フルマラソン　

併設レース：車いすマラソン（フル）

チャレンジラン（8.8km）

・定 員　 32,000人（ﾌﾙﾏﾗｿﾝ:30,000人，ﾁｬﾚﾝｼﾞﾗﾝ:2,000人）

	
	・制限時間　７時間

・コース　スタート　　：大阪城公園前

フィニッシュ：インテックス大阪

主な通過点　：御堂筋・道頓堀・中之島・京セラドーム大阪・なんば駅・通天閣周辺など


(2)　ラグビーワールドカップ2019開催準備事業

世界３大スポーツ大会の一つであるラグビーワールドカップ2019日本大会の開催に向けて、開催準備の取組みを実施した。

	区　分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予算額
	95,308千円
	448,156千円
	201,360千円

	決算額
	93,508千円
	446,871千円
	199,161千円


（主な取組み）

1 　平成28年８月22日に設立した共同開催者である東大阪市のほか、国、経済界、競技団体及び関係機関等で構成するラグビーワールドカップ2019大阪・花園開催推進委員会において、交通輸送実施計画やファンゾーン運営計画策定など大会開催に向けた条件整備に取り組むとともに、大会開催についての府民への周知や機運醸成のための広報プロモーション活動の取組みを推進。

②　ラグビーワールドカップ2019開催基本契約に基づき、公益財団法人ラグビーワールドカップ2019組織委員会への開催都市分担金（50,000千円）を負担（平成27～29年度）。

③　平成29・30年度協賛宝くじ収益金の出捐に係る契約書に基づき、全国自治宝くじラグビーワールドカップ2019協賛くじの発売に係る収益金について、公益財団法人ラグビーワールドカップ2019組織委員会へ出捐。

④　ラグビーワールドカップ2019開催基本契約に基づき、公益財団法人ラグビーワールドカップ2019組織委員会へ府職員１名を派遣（平成28年１月より継続）。

(3)　 オリンピック・パラリンピック等スポーツ機運醸成事業
①　東京オリンピック・パラリンピック等事前キャンプ誘致事業

平成28年度に作成した、キャンプ地としての大阪の優位性や都市魅力情報を掲載したパンフ
レット（日本語版、英語版）により、競技団体や領事館等に周知を図った。

	区　分
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	予算額
	2,574千円
	734千円
	200千円

	決算額
	1,724千円
	353千円
	104千円


②　オリンピア・パラリンピアン派遣事業

府内小学校等にオリンピアン・パラリンピアンを派遣し、直接的なふれあいを通じて、スポーツの素晴らしさや感動を伝えるとともに、オリンピック憲章やスポーツマンシップについての講話を行い「オリンピック・パラリンピック教育」を推進することで、東京オリンピック・パラリンピックに向けた機運醸成との相乗効果を図った。

	区　分
	平成29年度
	平成30年度

	予算額
	920千円
	920千円

	決算額
	824千円
	513千円


(4)　ワールドマスターズゲームズ2021関西開催準備

ワールドマスターズゲームズ2021関西の開催に向けて、開催準備の取組みを実施した。

　（主な取組み）

1 公益財団法人ワールドマスターズゲームズ2021関西組織委員会へ府職員を追加で1名を派遣
（合計：2名）

